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成人への誓いを胸に 町成人式 挙行令和２年度
令和３年度

令和２年度に成人を迎えた皆さん令和２年度に成人を迎えた皆さん令和３年度に成人を迎えた皆さん令和３年度に成人を迎えた皆さん

令
和
２
年
度
町
成
人
式

　

令
和
２
年
度
に
成
人
を
迎
え
た

の
は
、
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
58
人
の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
日

は
12
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
１
人

を
含
む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
薄
町
長
が
矢
部
明
穂

さ
ん
に
成
人
証
書
を
、
加
藤
孝
明

さ
ん
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、「
皆

さ
ん
が
困
っ
た
り
立
ち
止
ま
っ
た

り
し
た
時
は
西
会
津
を
思
い
出
し

て
、
家
族
や
恩
師
、
ふ
る
さ
と
の

友
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
つ
な
が
る
は

ず
で
す
。
皆
さ
ん
の
人
生
が
輝
か

し
い
未
来
で
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
清
野
佐
一

町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
新

令
和
３
年
度
町
成
人
式

　

令
和
３
年
度
に
成
人
を
迎
え
る

の
は
、
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
59
人
の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
日

は
30
人
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
３
人

を
含
む
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
薄
町
長
が
石
川
彩

さ
ん
に
成
人
証
書
を
、
齋
藤
真

白
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り
、「
西

会
津
で
生
ま
れ
、
今
日
ま
で
育
て

て
も
ら
っ
た
家
族
や
ふ
る
さ
と
へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
ら
し
さ

を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
人
の
た
め

に
何
か
を
で
き
る
大
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
清
野
佐
一
町
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
新
成
人
の
皆

さ
ん
の
人
生
の
節
目
を
祝
福
し
ま

し
た
。

　

令
和
２
年
度
町
成
人
式
が
１
月
８
日
に
、
令
和
３
年
度
町
成
人

式
が
同
９
日
に
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

町
成
人
式
は
一
昨
年
か
ら
２
度
の
延
期
、
令
和
３
年
度
町
成
人
式

は
昨
年
か
ら
１
度
の
延
期
を
経
て
挙
行
さ
れ
、
成
人
を
迎
え
た
皆

さ
ん
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
念
願
の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
人
生
の

門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
若
林
龍
星
さ

ん
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、「
一

人
一
人
が
正
し
い
考
え
を
持
っ
て

行
動
し
、
社
会
の
見
本
と
な
れ
る

よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
成
人
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上

映
さ
れ
、
当
時
の
思
い
出
を
振
り

返
り
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
温
か

い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
、
ふ
る
さ

と
の
仲
間
と
の
再
会
や
、
１
年
半

越
し
の
成
人
式
を
喜
ぶ
と
と
も

に
、
成
人
と
し
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
を
共
に
誓
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。

祝
成
人

　

式
の
最
後
に
は
、
新
成
人
を
代

表
し
て
鈴
木
颯
太
さ
ん
が
「
世
の

中
の
出
来
事
を
自
分
事
と
捉
え
行

動
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
に
日
々

ま
い
進
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
中
学
校
時
代
の
恩
師

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
上
映
が
行

わ
れ
、
会
場
は
懐
か
し
い
恩
師
か

ら
の
励
ま
し
の
言
葉
で
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
皆
さ
ん
は
、
写
真
撮

影
や
談
笑
を
し
て
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た

皆
さ
ん
も
、
画
面
越
し
に
写
る
懐

か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
再
会
を
喜

び
、
互
い
の
人
生
の
節
目
を
祝
福

し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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記念品贈呈（加藤孝明さん）記念品贈呈（加藤孝明さん）

成人証書授与（矢部明穂さん）成人証書授与（矢部明穂さん）

記念品贈呈（齋藤真白さん）記念品贈呈（齋藤真白さん）

成人証書授与（石川彩さん）成人証書授与（石川彩さん）

誓いのことば（若林龍星さん）誓いのことば（若林龍星さん）誓いのことば（鈴木颯太さん）誓いのことば（鈴木颯太さん）

成
人
式
出
席
者

﹇
名
簿
よ
り
、
敬
称
略
﹈

【
野
沢
地
区
】

▽
１
町
内
＝
髙
波
朱
里
▽
７
町
内

＝
小
柴
羅
美
、
若
林
龍
星
▽
９
町

内
１
＝
加
藤
孝
明
、
船
橋
桃
花
▽

安
座
＝
平
野
龍
聖

【
尾
野
本
地
区
】

▽
萱
本
＝
齋
藤
龍
敬
▽
さ
ゆ
り
が

丘
＝
長
谷
川
歩
夢
▽
縄
沢
＝
大
田

沙
莉
奈

【
新
郷
地
区
】

▽
橋
屋
＝
上
野
真
実
▽
戸
中
＝
髙

橋
志
暢

【
奥
川
地
区
】

▽
松
峯
＝
矢
部
明
穂

成
人
式
出
席
者

﹇
名
簿
よ
り
、
敬
称
略
﹈

【
野
沢
地
区
】

▽
１
町
内
＝
三
留
北
斗
▽
３
町
内

＝
渡
部
航
太
、
神
田
陸
▽
９
町
内

１
＝
清
野
里
都
▽
芝
草
＝
小
瀧
良

裕
、
眞
部
亮
凱
、
佐
藤
京
太
▽
堀

越
＝
齋
藤
真
生
▽
大
久
保
＝
小
瀧

真
旺
▽
牧
＝
伊
藤
亜
久
里
▽
安
座

＝
石
川
彩

【
尾
野
本
地
区
】

▽
西
原
＝
長
谷
川
翔
▽
森
野
＝
鈴

木
颯
太
、
猪
俣
博
史
、
荒
明
拓
夢
、

長
谷
川
穂
波
▽
尾
登
＝
齋
藤
愛
華

▽
松
尾
＝
渡
部
響
、
長
谷
川
葉
奈

▽
西
林
＝
須
藤
帆
南
▽
上
小
島
＝

平
野
健
太
▽
黒
沢
＝
長
谷
川
冬
希

【
群
岡
地
区
】

▽
上
野
尻
＝
佐
藤
優
衣
、
齋
藤
真

白
▽
端
村
＝
鎌
倉
ア
ル
テ
ミ
ス

【
新
郷
地
区
】

▽
樟
山
＝
髙
橋
由
輝
▽
柴
崎
＝
武

藤
玲
美
▽
橋
屋
＝
古
川
夕
華

【
奥
川
地
区
】

▽
杉
山
＝
津
川
眞
奈
▽
中
町
＝
矢

部
有
輝

令和３年度 町成人式
　

私
た
ち
が
今
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
両

親
や
家
族
、
地
域
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
私
た
ち
が
社

会
の
一
員
と
な
り
支
え
て
い
く
立
場
と
な
る
た

め
、
社
会
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
精
進

し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

新
た
な
未
来
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
世
の

中
の
出
来
事
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事
と
し
て

捉
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
仕
事
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
、
日
々
ま
い
進

し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

令和２年度 町成人式
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▲  写真左から大山隊員、内堀県知事、滝澤さん、薄町長、
江添信城教育長

▲  真剣な表情でプレーする生徒の皆さん（写真
提供：西会津高校）

長寿を祝い賀寿を贈呈

物江サヨさんが百寿を迎える物江サヨさんが百寿を迎える

　物江サヨさん（八重窪）が昨年 12 月 14 日に満 100
歳の誕生日を迎え、同 19 日に自宅にて賀寿贈呈式が行
われました。当日は親族をはじめ、薄町長や荒海清隆町
老人クラブ連合会長が出席し、物江さんに賀寿や記念品
などを贈呈して百寿を祝いました。
　物江さんは、100 歳を迎えた現在でも畑仕事や草む
しりが日課だそうで、早寝早起き・三食好き嫌いなく食
べることが長生きの秘訣だということです。

新春を祝い 寅年の飛躍を誓う

令和４年新春交歓会令和４年新春交歓会

　１月６日、令和４年新春交歓会が野沢体育館で開
かれ、町内外から約120人が参加しました。会では、
薄町長が「寅年ということでスピード感を持ち、職
員一丸となって新しいまちづくりに取り組んでいき
たい」と年頭のあいさつを述べました。新春のしら
べでは、大山さゆり太鼓の皆さんによる勇壮な演奏
が披露され、会場内に力強い和太鼓の音が響き渡る
とともに、新年の幕開けを祝いました。

町の伝統文化「出ヶ原和紙」を視察

内堀県知事が来町内堀県知事が来町

　昨年 12 月 17 日に内堀雅雄福島県知事が
来町し、出ヶ原和紙工房を視察しました。工
房を訪れた内堀県知事は、地域おこし協力隊
の大山栞那さんの紙漉きを見学したり、和紙
職人の滝澤徹也さんからの和紙に関する説明
を聞いたりしました。内堀県知事は「西会津
ならではの伝統を大事にしながら、さらなる
発展に取り組んでほしい」と２人に励ましの
言葉をかけていました。

今年の無火災を願い、関係機関の連帯を確認

無火災祈願祭・消防出初式無火災祈願祭・消防出初式

　今年１年の無火災を祈念する無火災祈願祭（上写
真）が、１月９日に熊野神社で行われました。町や
町消防団など関係者が参加し、１年間の無火災を願
い、玉串を奉納しました。
　その後、会場を移して消防出初式（下写真）が行
われました。この日は町消防団員ら約 160 人が参
加し、野沢中央通りでの閲団式を行った後、道の駅
にしあいづまで分列行進を行いました。出初式で
は、長谷川克美町消防団長が「１年間の無火災・無
災害を目標に、団員の確保や技術の向上でさらなる
活躍を期待しています」と訓示を述べました。

寒さに負けず熱い試合を繰り広げる

西高でスポーツ大会を開催西高でスポーツ大会を開催

　西会津高校では、昨年 12 月 20 日にスポーツ
大会を開催しました。これは、10 月に任命され
た新生徒会役員の皆さんが企画し開催した初めて
の生徒会行事です。
　体育館の気温は５℃と非常に寒い中、バレー
ボールでは各学年から計６チームが出場し、総当
たり戦で順位を決定しました。試合は白熱した展
開を見せ、１年生や２年生のチームも健闘しまし
たが、優勝は３年生チームとなりました。

縁起物を求める買い物客でにぎわう

野沢中央通りで野沢初市野沢中央通りで野沢初市

　毎年恒例の野沢初市が、１月 13 日に野沢中央通
りで開かれました。
　昔から野沢初市は「荒れ市」と言われており、こ
の日も朝から雪が降ったり止んだりと不安定な天候
の中での開催となりました。午前 11 時からは今年
１年の商売繁盛などを願う神事や関係者による鏡開
きが行われ、そのほかにも大抽選会や、町商工会に
よる宝船引きなどのイベントで会場は盛り上がりま
した。会場となった野沢中央通りには、多くの露店
が軒を連ね、起き上がり小法師や風車などの縁起物
を買い求めるお客さんでにぎわいました。
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スターチス

『たまごの旅人』
[ 近藤 史恵  著 ]
 実業之日本社

『最後に「ありがとう」
 と言えたなら』
[ 大森 あきこ  著 ]
 新潮社

『残照の頂』
[ 湊 かなえ  著 ]
 幻冬舎

『熔果』
[ 黒川 博行  著 ]

新潮社

『神曲』
[ 川村 元気  著 ]

新潮社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　念願かなって、海外旅行

ツアーの添乗員になった主

人公・遥のお仕事小説。

　ツアー中、思いもよらな

いトラブルやクレームに直

面した主人公が、悩みなが

らも成長していく様子を描いた連作短編集です。コロナ

禍で旅行業界が受けた大打撃から職を失い、新たな旅立

ちに挑んでいく姿は、これからの明るい未来を予兆する

ような爽やかな読後感です。アイスランド、スロベニア、

パリなどの世界の有名観光地の風景やご当地グルメなど、

読みながら海外旅行気分も味わえます。ぜひ一度読んで

みてください。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　出ヶ原和紙作り講座
　町公民館では、地域文化を再生し、和紙の新たな可能性の発見を目的とした「出ヶ原和紙作り講

座」を昨年度から開催しています。前月号に続き、本講座に参加した皆さんが自分で漉
す

いた出ヶ原

和紙を使って作成した作品を紹介します。

今月は、酒井德子さん（９町内１）の作品です。

作品によせて…作品によせて…

　私は良質な出ヶ原和紙を漉くことに重点を置

いて、大きさや厚さがさまざまな和紙を漉いて

みました。中には、ちりを混ぜて漉いたものや

模様と色をつけたものもあり、その１つをブッ

１

２クカバーにしてみました。また、②の写真は、紫色のスター

チスという花で染めたのですが、黄緑色に染まりとても驚

きました。思うような色が出ないところもまた楽しみです。

　会津藩の御用紙として高品質な和紙を作っていた先人の

方々の苦労に思いを馳せつつ、昔ながらの良質な出ヶ原和

紙の復興に取り組んでいきたいです。

　

子
ど
も
の
主
張
大
会
は
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
心
の
向

上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平

成
４
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
４
日
、「
第
30
回
子
ど
も
の

主
張
大
会
」
が
西
会
津
中
学
校
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

個
人
の
部
で
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校

の
児
童
生
徒
９
人
、
団
体
の
部
で
町
内
の

小
・
中
学
校
か
ら
４
団
体
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
将
来
の
な
り
た
い
職

業
や
将
来
の
夢
な
ど
の
堂
々
と
し
た
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
自
分
が

薦
め
る
本
に
つ
い
て
紹
介
す
る
「
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
」
の
県
大
会
で
優
勝
し
た
折
笠

遥
南
さ
ん
（
西
会
津
中
３
年
）
の
発
表
は
、

表
情
豊
か
に
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が

ら
本
の
紹
介
を
す
る
姿
が
印
象
的
で
、
知

ら
ぬ
間
に
そ
の
本
の
世
界
に
入
り
込
ん
で

し
ま
う
か
の
よ
う
な
発
表
で
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は
、
西
小
生
に
よ
る
米
の

魅
力
と
お
い
し
さ
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
研

幾
塾
に
よ
る
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
西
中
生
か
ら
は
町
の
資
源
を
生
か

し
た
施
設
作
り
や
、
町
に
お
し
ゃ
れ
な
カ

フ
ェ
を
作
り
た
い
と
い
う
発
表
が
あ
り
、

中
学
生
の
視
点
か
ら
見
た
町
の
将
来
像
に

関
す
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
夢
や
、
町
の
将
来
へ
の
思
い
を
発
表

第
30
回
子
ど
も
の
主
張
大
会
を
開
催
！
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今
年
も
町･
県
民
税
の
申
告
、所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、
２
月
７
日
か
ら
町･

県
民
税
の
申
告
納
税
相
談
を
行
い
、
令
和
３
年

中
（
昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
）
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
告
納
税
相
談

は
、
令
和
４
年
度
の
町･
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基
礎
と

な
る
重
要
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

町
の
申
告
受
け
付
け
は
２
月
７
日
〜
３
月
15
日

お
済
み
で
す
か
？
申
告
準
備

記
帳
・
帳
簿
の
保
存

　

農
業
を
含
む
個
人
事
業
や
不
動

産
事
業
、
山
林
事
業
な
ど
を
行
う

全
て
の
人
に
、
記
帳
・
帳
簿
書
類

の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
収

入
金
額
や
経
費
を
記
載
し
た
帳

簿
、
受
け
取
っ
た
請
求
書
や
領
収

書
な
ど
を
５
〜
７
年
の
一
定
期
間

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
と

町
民
税
の
申
告

　

主
な
給
与
以
外
の
収
入
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
や
年
金
収
入

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
所
得
税

に
か
か
る
確
定
申
告
の
必
要
が
な

い
場
合
で
も
、
町
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

　

特
に
年
金
は
、
全
て
の
控
除
が

適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以

外
の
控
除
（
扶
養･

社
会
保
険
料

な
ど
）
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
来

年
度
の
町･

県
民
税
の
負
担
が
軽

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う

一
度
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
収
入
が
な
い
場
合
も
申

告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
な
い

と
「
収
入
が
な
い
」
こ
と
を
把
握

で
き
な
い
た
め
、
未
申
告
者
と
な

り
ま
す
。
未
申
告
者
に
な
る
と
、

課
税
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な
く

な
り
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と

本
人
確
認

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税

な
ど
の
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
提
出
の
際
に
は
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
）の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

月 日 曜日 午前 受付 午後 受付 会場・受付時間

２

７ 月 弥生・小綱木・大舟沢 松峯・真ヶ沢・宮野
奥川みらい交流館

午前受付  ９時 30分～ 11時
午後受付  １時～３時

８ 火 小屋・極入 新町・小山・弥平四郎
９ 水 杉山・山浦・出戸 道目・中町・梨平
10 木 塩・中ノ沢 向原・下松
14 月 予備日［奥川地区］
15 火 呼賀 ･滝坂 ･八重窪 小清水 ･滑沢 ･井谷

申告受付および控室

町役場 ３階会議室

申告相談会場

町役場 ３階大会議室

午前受付
  ８時 30分～ 11時
午後受付
  １時～４時

16 水 平明 ･原 漆窪 ･新村 ･樟山
17 木 荒木 ･高目 ･徳沢 上野尻５･下野尻１･熊沢
18 金 上野尻１･柴崎 ･橋立 上野尻２･下野尻３
21 月 端村 ･白坂 ･屋敷 上野尻３･上野尻６･楢木平
22 火 上野尻４・下野尻 2 宝川
24 木 森野 松尾
25 金 尾登・牛尾・泥浮山 山口・程窪・軽沢
26 土 予備日［地区指定なし］
28 月 小杉山・黒沢 萱本

３

１ 火 縄沢・長桜 西林・青坂・出ヶ原
２ 水 下小屋・西原・西林東 上小島
３ 木 ３町内・さゆりが丘 下小島
４ 金 大久保・中野 ２町内
５ 土 予備日［地区指定なし］
７ 月 ７町内・西平 塩喰・10 町内
８ 火 堀越 ４町内・四岐
９ 水 ５町内・橋屋 １町内・芹沼
10 木 芝草 ９町内１・戸中
11 金 ９町内２ 安座
14 月 ８町内 ６町内・牧
15 火 予備日［地区指定なし］

※各日混雑によりお待たせする場合が予想されますので、なるべく指定日時での申告にご協力をお願いします。
※指定日時以外または予備日に申告される場合は、事前に町民税務課（☎４５―２２１２）に連絡ください。
※午前・午後ともに指定時間内に受け付けを済ませてください。

申告に必要なもの　☑チェックしてみましょう！
□ 給与所得の人は、勤務先から交付された源泉徴収票

□ 事業所得、不動産所得、配当所得、一時所得などの収入金額および経費が分かる書類（帳簿）

□ 農業所得のある人は、農業収入などの経費をまとめた農業所得関係計算書および領収書

□  諸控除の証明書や領収書、具体的には、生命保険・個人年金控除証明書、建物地震（火災）

保険証明書、国民年金の領収書、医療費の領収書・通知書など

□ 税務署から申告のハガキが届いた場合は、そのハガキ

□ 通帳および届出印鑑（所得税の還付が発生することがあるため）

□ マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードおよび本人確認書類（運転免許証など）

□  【医療費控除を受ける場合のみ】領収書を人と病院・薬局・介護サービスで分けて計算して作
成した明細書（明細書を未作成の場合は会場で作成してもらいます）

　 例：野沢　太郎　○○病院 12,000 円　△△病院 5,000 円　☆☆薬局 10,000 円

注意

Ｑ．申告期間はいつですか？
Ａ．２月７日から３月 15 日まで自治区ごとに行います。

Ｑ．収入がない場合でも、申告は必要ですか？
Ａ．令和４年１月１日現在で 20 歳以上の人であれば、収入がなかったこ
とを申告するか町役場町民税務課までお電話ください。

Ｑ．会社で働いていますが、申告の必要はありますか？
Ａ． 勤務先で年末調整をしていない場合や、複数の勤務先から給与をも
らっている場合は申告が必要になります。また、給与以外にも収入

がある場合も申告が必要です。

Ｑ．年金収入のみの場合でも申告は必要ですか？
Ａ．控除漏れなどがなければ申告をする必要はありませんが、町役場町
民税務課まで年金収入のみである旨をお電話ください。

Ｑ．農業、営業の申告をする際に領収書以外に何が必要ですか？
Ａ．帳簿や農業所得関係計算書を作成し、申告会場に持参してください。
（農業所得関係計算書は１月に全戸に配布しています）

Ｑ．年の途中で転入・転出をした場合はどちらの市町村に申告しますか？
Ａ．令和４年１月１日現在の住所地の市町村に申告することになります。

Ｑ．指定日時以外の日に申告をすることはできますか？
Ａ．事前に電話などで何日を希望したいかを連絡すると対応可能です。

申告納税相談日程・会場一覧

必
要
な
書
類
な
ど
が
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て

申
告
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申告に関する
問い合わせは
こちらまで！

町 民 税 務 課
税 　 務 　 係
☎４５―２２１２

町民税の申告納税相談 Q＆ A
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▲ 特別優秀賞・橋谷田ファーム▲ 特別優秀賞・橋谷田ファーム

▲ 金賞・三瓶さん（左から２番目）▲ 金賞・三瓶さん（左から２番目）

電子申告「ｅ
イ ー タ ッ ク ス

－Ｔａｘ」の利用を推進しています！
　電子申告「ｅ－Ｔａｘ」では、税務署に出向くことなく、インターネットを利用して

所得税や消費税などの申告、法定調書の提出、青色申告の承認申請などの各種手続きを

行うことができます。

　税金の納付も、金融機関や税務署の窓口に出向くことなく、インターネットバンキン

グやＰ
ペ イ ジ ー

ａｙ－ｅａｓｙ対応のＡＴＭを利用して納めることができます。また、ダイレクト

納付の届出を事前に税務署に出しておけば、電子申告後に簡単な操作で、届出をした預

貯金口座からの振替により、即時または期日を指定しての納付ができます。

申告会場に来場する皆さんへお願い 申告会場での対策について

・自宅からネットで申告
　「確定申告書等作成コーナー」で申告等デー

タを作成し、ｅ－Ｔａｘで送信することで、

自宅から申告できます。

・24 時間いつでも利用可能
　所得税および復興特別所得税の確定申告期

間中は、24 時間いつでも利用可能です（メ

ンテナンス時間を除く）。

・添付書類の提出省略
　確定申告をｅ－Ｔａｘで行う場合、生命保険料控除証

明書などはその記載内容を入力して送信することによ

り、これらの書類の提出または提示を省略することがで

きます（法定申告期限から５年間は書類保存が必要）。

・還付がスピーディー
　書面で確定申告をした場合より、３週間程度早く還付

金を受け取ることができます。

▲  ｅ－Ｔａｘの▲  ｅ－Ｔａｘの
利用はこちら利用はこちらｅ－Ｔａｘのおすすめポイント

・入場時の検温 
　入場時に検温を実施します。検温時に 37.5 度以

上の発熱が確認された人や、検温に応じない人につ

いては、確定申告会場への入場をお断りします。ま

た、発熱が確認されない場合であっても、咳・くしゃ

みといった風邪の症状がある場合など、感染防止の

観点から適切でないと判断した場合についても入場

をお断りします。なお、体調の優れない人について

は、無理をせず、後日あらためて来場するようお願

いします。

・マスクの着用 
　会場ではマスクを常時着用し、会場入口などでの

手指消毒をお願いします。

・少人数での来場 
　会場にはできる限り申告する人だけで来場くださ

い。介助を要するなどの理由で複数名で来場する場

合においても、必要最小限の人数でお願いします。

・ソーシャルディスタンスの確保
　町役場３階会議室を控室とし、申告相談会場を

３階大会議室で行うことにより、ソーシャルディ

スタンスの確保に努めます。

・衛生的な会場
　こまめな換気や消毒を実施し、会場内には手指

消毒液を設置します。

・職員の感染防止対策
　職員はマスクなどを着用して対応し、日々の体

調管理も徹底します。

申告会場における新型コロナウイルス感染症の感染予防対策

皆さんのご協力をお願いします

　昨年 11 月 27 日に開催された「第 23 回米・食味分析

鑑定コンクール国際大会」において、国際総合部門で三瓶

鐵江さん（出戸）のコシヒカリが金賞、都道府県代表お米

選手権で橋谷田ファーム株式会社のゆうだい 21 が特別優

秀賞を受賞しました。

　同 12 月 13 日には三瓶さんが町役場を訪れ、薄町長に

受賞を報告しました。今回の国際総合部門には約 5000 点

の応募があり、その中で三瓶さんは平成 26 年以来となる

２度目の金賞を受賞しました。また、12 月 15 日には橋

谷田ファームの橋谷田淳さんが受賞報告に訪れ、通算４度

目の入賞を報告しました。それぞれ報告を受けた薄町長は

「作っている人の愛情が結果として現れたと思う。これか

らも美味しい西会津の米を作っていってほしい」と祝福と

称賛の言葉を贈りました。

募金活動への多大な貢献が評価

西会津町赤十字奉仕団が中央共同募金会から表彰西会津町赤十字奉仕団が中央共同募金会から表彰
　昨年 12 月 13 日、西会津町赤十字奉仕団の皆

さんが町役場を訪れ、中央共同募金会から優良団

体として表彰を受けたことを町共同募金委員会長

を務める薄町長に報告しました。

　西会津町赤十字奉仕団は昭和57年に設立され、

町内での奉仕作業を中心に活動しています。今回

は、設立当初から続けている歳末たすけあい募金

活動への積極的な取り組みが評価されての表彰と

なりました。

町監査委員として長年にわたり尽力

佐藤泰さんに町村監査功労表彰佐藤泰さんに町村監査功労表彰
　町代表監査委員を務める佐藤泰さん（上野尻）が、全国

町村監査委員協議会から功労表彰を受け、昨年 12 月８日

に受賞報告に来庁しました。

　佐藤さんは平成 26 年から町の代表監査委員を務めてお

り、本町における監査業務の適性かつ円滑な執行に尽力し

てきた功績が認められての表彰となりました。

“お米のオリンピック”とも言われる大会で高い評価“お米のオリンピック”とも言われる大会で高い評価

西会津産米が国際大会で入賞西会津産米が国際大会で入賞
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 写真左から薄町長、小柴理事長、齋藤副理事長▲ 写真左から薄町長、小柴理事長、齋藤副理事長

１１ ２２

３３
１．西会津ライオンズクラブ

２．町老人クラブ連合会

３．町仏教会

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

西会津町長

町 長 コ ラ ム  その 2 2
　先日、日本相撲協会第 41 代式守伊之助さんより

色紙をいただいた。昨年２月に大きな額入りのもの

をいただいてから２回目である。その色紙に書かれ

ている言葉はいずれも「不動心」である。一瞬の勝

負を判定する式守さんの行司に対する信念の一端が

感じられた。式守さんと直接での面識はないが、大

阪商業大学の准教授で町応援大使である田﨑公司さ

んの紹介により、町との関係やＰＲに結び付けて

いただいており感謝であ

る。コロナ禍に求められ

る新しいまちづくりに向

け、特にデジタル戦略を

着実に推進するため、「不

動心」で取り組んでいき

たい。

　今年も新型コロナウイルス感染症の影響で我慢の

１年になってしまうのか心配である。年末年始の人

の動きにより、感染者が全国的に拡大傾向にあり、

県内でもオミクロン株の感染者が出てきた。そんな

状況下にあって、新春交歓会や消防出初式、令和２

年度および令和３年度町成人式を開催できたこと

は、この上ない喜びである。特に成人式に出席した

皆さんからは喜んでいただけたようである。１月に

町の成人式が開催されるは数十年ぶりで、振袖で出

席された成人も数人おり、夏の成人式とは一味違っ

た華やかさのある成人式であった。

　成人された皆さんの人生が輝かしい未来であるこ

とを祈るとともに、新型コロナウイルス感染症の早

期終息を心より願うばかりである。

年末年始の事件事故防止を呼び掛け

町内の金融機関などで店頭啓発町内の金融機関などで店頭啓発
　例年、年末年始は事件や事故が多く発生する時期であ

ることから、町防犯協会や交通安全協会西会津支部、喜

多方警察署などの関係機関が協力し、昨年 12 月 21 日

に事件事故防止を呼び掛ける店頭啓発を行いました。

　町防犯協会長を務める薄町長や高木則夫喜多方警察署

長をはじめ、関係団体の皆さんが金融機関やスーパー、

コンビニなど町内 15 ヵ所を回り、防犯に関するチラシ

などを配りながら、安心・安全な年末年始に向けた啓発

活動を行いました。

皆さんからの温かい善意ありがとうございます

町内団体が歳末たすけあい募金などを寄付町内団体が歳末たすけあい募金などを寄付
　昨年末、町共同募金委員会へ町

内の３団体の皆さんより温かい善

意の寄付が寄せられました。

　12 月 15 日には西会津ライオ

ンズクラブの皆さんが寄付のため

来庁し、同 20 日には町老人クラ

ブ連合会と町仏教会の皆さんが訪

れ、会員から集まった募金や托鉢

で受けた浄財の一部をそれぞれ歳

末たすけあい募金として、町共同

募金委員会長の薄町長に手渡しま

した。

立派な門松で役場来庁者を出迎える

町シルバー人材センターが門松を寄贈町シルバー人材センターが門松を寄贈
　昨年 12 月 28 日、町シルバー人材センターの小柴正

意理事長と齋藤俊二副理事長が町役場を訪れ、新春を彩

る華やかな門松一対と町長室用のミニ門松を町に寄贈し

ました。門松一対は、年末から正月にかけて町役場の正

面玄関前に飾られ、来庁者を華やかに出迎えました。

　門松の寄贈は町シルバー人材センターのご厚意により

毎年行われており、センター会員の皆さんが一つ一つ手

作りで作成しています。

任期満了に伴う教育委員会教育長の任命

教育長に江添信城さんを再任教育長に江添信城さんを再任
　町では、教育委員会教育長の任期満了に伴い、江添

信城さんを再任しました。昨年 12 月 27 日に行われた

辞令交付式では、薄町長が江添教育長に辞令書を手渡

し、「これからのまちづくりには人材育成が大切である

ため、さらなる教育行政の発展に努めてほしい」と訓示

を述べました。江添教育長は「町の宝である子どもたち

を将来の町のために大切に育てていきたい」とあいさつ

しました。江添教育長の任期は令和３年 12 月 26 日か

ら３年間となります。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

お知らせ
INFORMATION

◆
西
会
津
雪
国
ま
つ
り

　

２
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
西
会
津
雪
国
ま
つ

り
で
の
雪
上
花
火
や
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
の
様
子
を
生

放
送
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

２
月
の
放
送
案
内

２
月
１
日
は

「
フ
レ
イ
ル
の
日
」

　

毎
年
２
月
１
日
は
、「
フ
レ
イ

ル
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
と
と
も

積
雪
に
よ
る
農
業
用

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
に
注
意
！

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
積
雪
に
よ

る
ハ
ウ
ス
倒
壊
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◆
降
雪
時
の
対
策

○
補
強
支
柱
や
筋
交
い
な
ど
を
取

り
付
け
る

○
ハ
ウ
ス
か
ら
雪
が
落
ち
る
よ
う

に
、
ハ
ウ
ス
の
周
囲
を
除
雪
す

る
（
周
囲
の
雪
が
ハ
ウ
ス
の
肩

よ
り
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
）

○
加
温
設
備
が
あ
る
場
合
は
、
設

定
温
度
を
高
め
、
内
部
カ
ー
テ

ン
を
開
放
し
屋
根
面
を
暖
め
、

雪
が
落
ち
や
す
く
す
る

○
加
温
設
備
が
な
い
場
合
は
、
ハ

ウ
ス
内
の
気
密
性
を
高
め
、
内

部
カ
ー
テ
ン
を
開
放
し
、
地
熱

を
放
射
す
る
。
ま
た
は
簡
易
加

温
器
具
を
使
用
し
室
温
を
上
げ

る
○
雪
が
積
も
っ
た
場
合
は
速
や
か

に
雪
を
下
ろ
し
、被
覆
資
材（
ポ

リ
）
が
雪
で
た
る
ま
な
い
よ
う

に
す
る
（
雪
が
落
ち
に
く
く
な

り
ま
す
）

○
雪
へ
散
水
し
な
い
（
雪
が
水
で

重
く
な
り
、
倒
壊
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
）

○
急
激
な
積
雪
に
よ
り
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
場
合
は
、
被
覆
資

材
（
ポ
リ
）
を
左
右
対
称
に
切

り
、
倒
壊
を
防
止
す
る
（
作
業

を
行
う
際
は
落
雪
や
倒
壊
に
十

分
注
意
す
る
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

に
体
や
心
の
は
た
ら
き
、
社
会
的

な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
状
態

の
こ
と
で
す
。
何
も
対
策
を
し
な

い
と
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性

が
高
い
状
態
で
す
が
、
予
防
や
改

善
が
で
き
る
段
階
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
早
い
う
ち
に
気

づ
き
、
適
切
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
運
動
（
身
体
活
動
）

　

運
動
は
筋
力
向
上
の
ほ
か
、
食

欲
や
心
の
健
康
に
も
良
い
影
響
が

あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
、
日
常
生
活
で
続

け
ら
れ
る
も
の
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

②
食
事
（
栄
養
）

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
３
食

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
食
後
の
歯
み
が
き
な
ど
口
の

健
康
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

③
社
会
参
加

　

趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

友
人
や
家
族
と
の
お
し
ゃ
べ
り
な

ど
社
会
と
関
わ
る
機
会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

令
和
４
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

◆
期
間

　

３
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

◆
統
一
標
語

　
『
お
う
ち
時
間
家
族
で
点
検

火
の
始
末
』

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

行
い
ま
し
ょ
う

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
喜
多
方
消
防
本
部
管
内
で
は
、

31
件
（
う
ち
西
会
津
町
１
件
）
の

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

喜
多
方
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

就
寝
中
や
高
齢
者
世
帯
の
場

合
、
逃
げ
遅
れ
て
死
亡
す
る
ケ
ー

ス
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
、

取
り
付
け
も
簡
単
で
す
。

　

例
年
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
こ
と
で
火
災
を
早

期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
奏

功
事
例
の
報
告
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
火
災
で
大
切
な
命
を
失
わ
な

い
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
消
防
本
部　

予
防
課

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
６
２
１
３

　町では、高齢者を対象とした３回目の集
団接種（追加接種）を開始します。対象者
には、接種券などを順次送付しています
が、２回目の接種が遅かった人について
は、接種できる時期が来てから、順次接種
券などを送付しますのでご了承ください。
　なお、３回目の集団接種の日程などにつ
いては、１月に配布したチラシや町ホーム
ページなどで確認してください。

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン
高齢者の３回目接種を開始します高齢者の３回目接種を開始します

▲ 町ホームページ▲ 町ホームページ

〈問い合わせ先〉
　町新型コロナウイルス

　ワクチン接種相談窓口

　☎４５―２２６９

　

町
で
は
、「
第
４
回
町
長
杯
西

会
津
か
る
た
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
西
会
津
か
る
た
を
通
し
て
町

の
歴
史
や
文
化
を
学
び
ま
せ
ん

西
会
津
か
る
た
大
会

参
加
者
募
集
！

か
。
小
学
生
ブ
ロ
ッ
ク
と
一
般
ブ

ロ
ッ
ク
（
中
学
生
以
上
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

２
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
開
催
場
所

西
会
津
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
申
込
期
限

　

２
月
10
日
（
木
）
ま
で

◆
申
込
方
法

　

下
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
小
・
中
学
生
は
、

学
校
で
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
か
ら

も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

上
位
３
位
ま
で

賞
品
、
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

学
校
教
育
課　

学
校
支
援
係

　

☎
45
―
２
２
１
６

▲ 一般▲ 一般

▲ 小・中学生▲ 小・中学生

　令和４年１月１日からマイナポイント事業の第２弾がスタートし

ています！この機会にマイナンバーカードを取得し、ぜひマイナポ

イント事業を活用してみましょう。

〈問い合わせ先〉　町民税務課　町民生活係　☎４５―２２１５

作るなら今！ マイナポイント事業第２弾のお知らせ

マイナンバーカードを新

規で取得する場合（カー

最大 5,000円相当のポイント
がもらえます！

１
ドを取得済みで、マイナポイン

ト第１弾に申し込んでいない場

合も含みます）

マイナンバーカード

の健康保険証として２
の利用申し込みをした場合

公金受取口座を登録

した場合（口座の登３
録は今後開始予定です）

最大 7,500円相当のポイントがそれぞれもらえます！

次の２項目は、国において開始時期を検討中です

◀  詳細については◀  詳細については
マイナポイントマイナポイント
ホームぺージでホームぺージで
確認できます確認できます

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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今月の「集落支援だより」に関するお問い合わせは、企画情報課まで（☎ 45-4536）

集落支援だより

町
民
主
体
の
ス
マ
ホ
勉
強

会
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

　

出
ヶ
原
や
山
口
、
戸
中
集
落
の

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
た
、
ス
マ

ホ
勉
強
会
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
屋
敷
地
区
の

３
集
落
（
熊
沢
・
楢
木
平
・
屋
敷
）

で
ち
ょ
う
ど
１
年
前
に
始
ま
っ

た
、「
雑
談
形
式
の
ス
マ
ホ
勉
強

会
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
、
出
ヶ
原
集

落
と
戸
中
集
落
に
住
ん
で
い
る
皆

さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運

営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
勉
強
会
は
「
雑
談
形
式
」

と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
同
士
が
「
あ
あ
で

も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
」
と

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
、
お
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら

の
勉
強
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

容
は
、「
よ
く
目
に
す
る
『
ギ
ガ
』

と
か
『
Ｇ
Ｂ
』
と
は
何
？
」、「
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
接
続
と
電
話
回
線
の
違

い
」、「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り

方
」
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
い
雰

囲
気
で
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
参
加
し
、
皆
さ
ん
と
勉
強

し
て
い
ま
す
。

皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の池田です。

今月は、町民の皆さん主体で新たに始まった

スマホ勉強会の取り組みを紹介します。
（右は私がパキスタンで活動していた頃の写真です）

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

池池
いけいけ

田田
だだ

    潤潤
じゅんじゅん

 隊員隊員

　

例
え
ば
、
町
役
場
や
町
公
民
館

な
ど
に
あ
る
「
西
会
津
町
公
式
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
」
へ
の
接
続
に

関
す
る
回
で
は
、
あ
る
参
加
者

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
掲
示
に
気
付

き
、「
こ
れ
を
読
み
込
ま
せ
た
ら

自
動
で
つ
な
が
る
の
か
な
？
」
と

そ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
で
読

み
取
っ
て
見
事
に
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
接

続
に
成
功
し
て
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
も
そ
の
人
に

教
わ
り
な
が
ら
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

読
み
取
り
に
よ
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
接

続
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
は
機
能
が
多
い

で
す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
全
て

を
使
い
こ
な
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
に
必
要
な
機
能
の
使
い

方
さ
え
覚
え
て
し
ま
え
ば
、
あ
と

は
徐
々
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
て

い
き
ま
す
。

　

た
だ
、そ
の
た
め
の
「
第
一
歩
」

に
も
少
し
の
慣
れ
が
必
要
と
い
う

面
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
集
落
支

援
だ
よ
り
で
も
「
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
」

と
何
気
な
く
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
言
葉
も
「
何
の
こ
と
か
チ
ン

プ
ン
カ
ン
プ
ン
」
と
い
う
人
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
（
答
え
は
こ
の

ペ
ー
ジ
の
最
後
に
て
）。

　

雑
談
形
式
の
こ
の
勉
強
会
に

は
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
し
て

お
互
い
に
知
っ
て
い
る
こ
と
を
教

え
合
い
な
が
ら
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
あ
る
回
で
は
、「
広

告
な
ど
で
よ
く
見
る
『
ギ
ガ
』
と

か
『
Ｇ
Ｂ
』
っ
て
何
の
こ
と
？
」

と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に

関
し
て
私
が
答
え
る
と
い
う
形
で

進
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
「
ギ
ガ

（
＝
Ｇ
Ｂ
）」
は
デ
ー
タ
量
を
表
す

単
位
で
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
写

真
で
換
算
す
る
と
１
ギ
ガ
あ
た
り

約
３
０
０
〜
５
５
０
枚
分
の
デ
ー

タ
量
に
な
り
ま
す
。

※
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

と
は
、「
電
話
回
線
を
使
わ
な

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
手

段
」
の
ひ
と
つ
で
す
。
町
役
場

や
町
公
民
館
な
ど
で
整
備
さ
れ

て
い
る
「
町
公
式
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

―
Ｆ
ｉ
」
は
無
料
で
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
使
っ
て
、
ぜ
ひ

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
！

　

今
後
は
、
ス
マ
ホ
と
プ
リ
ン
タ

を
接
続
し
て
の
印
刷
、
ス
マ
ホ
の

容
量
確
認
と
節
約
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
の
体
験
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

おしゃべりしながら楽しく

スマホを使ってＱＲコードを読み取る
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「みんなでさすけねぇ輪」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

みんなみんなでさすけねぇでさすけねぇ    輪輪
わわ

地
域
に
合
わ
せ
た
座
談
会

　

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
か
た
ろ
う

会
は
、
集
会
所
な
ど
の
身
近
な
場

所
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
町
の
保

健
師
や
管
理
栄
養
士
の
ほ
か
、
関

係
者
と
と
も
に
、
そ
の
地
区
な
ら

で
は
の
健
康
に
関
す
る
課
題
を
取

り
上
げ
、
参
加
者
全
員
で
今
後
の

こ
と
を
語
り
合
う
座
談
会
で
す
。

課
題
に
応
じ
て
、
医
師
に
よ
る
講

話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨

年
12
月
10
日
に
は
下
野
尻
老
人
ク

ラ
ブ
を
対
象
に
開
催
し
ま
し
た
。

    

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

今
月
の
さ
す
け
ね
ぇ
輪

    

実
践
者

実
践
者

今
回
は
、
井
谷
の
小
林
利
夫
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
小
林
さ
ん
は

パ
ソ
コ
ン
で
自
分
史
を
作
る
こ
と

が
趣
味
で
、
こ
れ
ま
で
に
２
冊
を

完
成
さ
せ
、
現
在
３
冊
目
を
執
筆

中
で
す
。

「
死
」
に
関
す
る
話
題
も
笑

い
な
が
ら
語
り
合
う

　

下
野
尻
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
座

談
会
の
１
カ
月
前
に
、
講
話
を
担

当
す
る
奥
知
久
医
師
と
と
も
に
、

　

町
で
は
、
令
和
元
年
か
ら
鎌
田
實
先
生
が
所
長
を
務
め
る
地
域
包

括
ケ
ア
研
究
所
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、「
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
か
た
ろ
う

会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
か
た
ろ
う
会

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
か
た
ろ
う
会

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
と
事
前
打
合
せ

を
行
っ
た
結
果
、「
足
腰
の
不
調

を
訴
え
る
人
が
多
い
」「
死
ぬ
前

に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
の

か
聞
き
た
い
」
と
い
う
意
見
が
出

ま
し
た
。

　

執
筆
中
の
３
冊
目
に
は
、
町
内

の
全
88
カ
所
の
神
社
を
巡
っ
た
記

録
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
遠
出
が
難
し
い
こ
と
か
ら

新
郷
地
区
の
神
社
を
巡
っ
て
み
よ

う
と
始
め
た
の
で
す
が
、
途
中
か

ら
町
内
の
全
て
の
神
社
を
巡
り
た

い
と
思
い
、
地
図
を
使
っ
て
そ
の

全
て
に
足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

小
林
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
や
り
た

い
こ
と
は
、
町
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
り
、
娘
と
一

緒
に
只
見
町
か
ら
新
潟
県
へ
の

「
八
十
里
越
」
、
御
蔵
入
三
十
三
観

音
め
ぐ
り
を
し
て
自
分
史
に
ま
と

め
た
り
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

小
林
さ
ん
は
、
「
ま
だ
90
歳
。

も
っ
と
頑
張
り
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
、
何
歳
に
な
っ
て
も
生
き
甲

斐
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
「
さ
す

け
ね
ぇ
輪
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
日
は
奥
医
師
か
ら
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
に
関
す
る
講
話
の
後
、

事
例
を
通
し
て
ど
う
い
う
人
生
を

送
っ
て
き
た
の
か
が
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
「
ど
の
よ
う
な
最
期

を
迎
え
た
い
か
」
と
い
う
話
題
に

も
触
れ
、
そ
の
た
め
に
準
備
す
べ

き
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。
最
後
は
、
隣
に
座
っ
た

数
人
で
、「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風

に
過
ご
し
た
い
か
」
な
ど
語
り
合

い
、「
死
」
と
い
う
重
い
テ
ー
マ

で
も
、
明
る
く
語
り
合
え
る
雰
囲

気
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声

　

下
野
尻
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
座
談

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想
を

一
部
紹
介
し
ま
す
。

○
夫
と
ど
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え

た
い
か
話
す
よ
う
に
な
っ
た
。

○
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
を
目
指
す
な

ら
準
備
が
大
切
。
子
ど
も
た
ち

が
通
帳
・
ハ
ン
コ
な
ど
分
か
る

よ
う
に
し
て
お
こ
う
と
妻
と
話

し
合
っ
た
。

○
奥
先
生
か
ら
事
例
を
聞
き
、
自

分
た
ち
も
無
理
せ
ず
生
活
し
て

い
こ
う
と
夫
と
話
し
た
。

○
ピ
ン
ピ
ン
こ
ろ
り
を
願
う
の
は

90
歳
以
上
か
な
。
そ
れ
ま
で
は

サ
ロ
ン
で
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ

う
に
し
て
準
備
し
て
お
き
た
い
。

奥医師による講話の様子

小林  利夫 さん
（井谷）

小林さんの自分史

下野尻老人クラブの皆さん

19 │ 広報にしあいづ　2022・２



◆私の夢――

　  　僕は将来、消防士になりたいと考えていま

す。理由としては、僕は昔から体を動かすこ

とが好きで、体力にも自信があるため、それ

を人のために活かせる仕事をしたいと思った

からです。

◆努力していること――

  　しっかり食べて、運動することを日頃から

心掛けています。また、将来のために自分な

りに勉強も頑張っています。

◆未来の自分に一言――

  　一生懸命生きていってください。

［ ２年・サッカー部 部長  ］

齋
さい

藤
とう

  裕
ゆう

樹
き

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　１月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，８５０人　　 （－　８人）

男 　 　２，８４５人　　 （±　０人）

女 　 　３，００５人　　 （－　８人）

世　帯　 　２，５４７世帯　　 （－　４世帯）

■ お誕生おめでとう

長谷沼　優
ゆ

梨
り

花
か

ちゃん　  徳義・美紀   小清水

■ お悔やみ申し上げます

須藤　研子　（79）　昌利 母 １町内

沼澤　チエ　（96）　髙揚 母 　２町内

佐藤　俊子　（87）　 博 母 　３町内

上野　昭男　（86）　 毅 父 　４町内

伊藤　智仁　（77）　智和 父 　９町内１

山崎　淑子　（90）　正由 母 　10町内

八幡　一郎　（90）　博行 父 　芝草

武藤　新一　（81）　隆一 父 　芹沼

佐藤　早苗　（78）　 勉 父 　上小島

樽井　幸子　（87）　和美 母 　黒沢

佐藤　嘉子　（101）　 智 母 　出ヶ原

平野　文男　（77）　政樹 父 　上野尻

鈴木　オユキ（96）　正裕 母 　新村

山口　サダ　（89）　 勝 母 　新町

髙橋　トメ　（98）　幸枝 母 　真ヶ沢

宮澤　操　　（93）　 敬 母 　大舟沢

戸籍の窓口   
（12 月受付分）

　週２回の練習を一緒に頑

張っている大山さゆり太鼓

のみんなや、周りの方々と

のつながりが大切な宝物で

す。

◆趣味は？

　読書、畑仕事

◆特技は？

　いいこと探し

◆熱中していることは？

　一家で創作和太鼓

◆自分を一言で表現すると？

　典型的なＢ型

◆あなたのモットーは？

　知足安分

谷
たに

口
ぐち

紘
ひろ

子
こ

隊員

星
ほし

  佳
よし

子
こ

 さん［上野尻］ 

　いつも柔らかな笑顔

で、会うとこちらまで

笑顔になれます。

高濱 夏海 さん（１月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆最近感動したことは？

　昨年のふるさとまつりで八代

亜紀さん（オンライン）を見れ

たこと

◆これからやってみたいことは？

　大学時代に編入して学び直し

た社会福祉の勉強を続けなが

ら、別分野にも視野を広げたい

◆次の方を紹介してください

　Ｒ・Ｉさん

　奈良県出身。2019 年４月から
５月に西会津で開催したおっさ
ん個展をきっかけに西会津に移
住。奈良での教師経験を活かし、
同年 12 月より西高活性化対策
分野の協力隊として活動中。

西
高
「
そ
う
だ
んC

カ
フ
ェ

afé

」
の
お
話

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
年
目
の
谷
口
で

す
。
西
会
津
町
に
出
会
っ
て
か
ら
の
２
年
半
、
町
に
は
本
当

に
た
く
さ
ん
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ま
、
本
当
に
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
運
営
し
て
い
る
西
会
津
高
校
の
「
そ
う
だ
んCafé

」

は
、
生
徒
た
ち
が
気
軽
に
お
茶
飲
み
で
き
る
場
所
で
す
。
用

務
員
さ
ん
や
先
生
方
、
町
の
人
た
ち
が
遊
び
に
来
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
休
み
時
間
や
放
課
後
に
な
る
と
生
徒
た
ち
が
集

ま
っ
て
き
て
、
お
茶
飲
み
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て

い
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
、「
そ
う
だ
んCafé

」
で
話
す
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
自
分
に
自
信
が
つ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
年
目
の
目
標
は
、
こ
の
「
そ
う
だ

んCafé

」
を
生
徒
た
ち
で
運
営
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
場
を
作
っ
た
者
と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て
次
の
世
代

（
生
徒
た
ち
）
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
茶
飲
み
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
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山本遺跡から出土した石器山本遺跡から出土した石器

上小島上小島

山本遺跡山本遺跡

至 新潟県至 新潟県

至至 

喜
多
方

喜
多
方

ＪＲ磐越西線ＪＲ磐越西線

県道16号県道16号

　上小島自治区の登世島字山本地内に山本遺跡があり

ます。そこからは今から約１万 5000 年前の旧石器時

代後期の遺物が発見されています。旧石器時代とは、

粘土を焼成して煮沸や貯蔵などをするための道具であ

る土器が作られる前の時代になります。

　山本遺跡の発掘調査は、昭和 61 年（1986）、郡山

女子大学によって行われました。その結果、石の刃物

である石刃などの石器のほか、作る時にできたかけら

（破片・剥片）など 325 点の遺物が確認されました。

これらが西会津町で１番古い人類の痕跡となります。

　１万 5000 年前の日本がどのような環境であったか

というと、平均気温が今より５～６℃ほど低い氷河時

代の終わりごろにあたり、まだユーラシア大陸と陸続

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その58その58

町で最も古い人類の痕跡　～山本遺跡～
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この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。
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今
月
は
、
令
和
３
年
度
町
成
人

式
よ
り
。
広
報
紙
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
み
た
と
こ
ろ
、
冬
の
開
催
は
昭

和
46
年
度
以
来
で
し
た
。

　

力
強
く
大
人
へ
の
道
を
歩
み
出

し
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
歩
む
道
が
ま
す
ま
す
光
り
輝
い

て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。（
２
㌻
か
ら
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

こ
の
２
月
号
で
は
、
昨
年
12
月

か
ら
今
年
１
月
上
旬
の
町
の
出
来

事
を
お
伝
え
し
て
お
り
、「
昨
年
」

と
「
今
年
」
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

広
報
紙
を
作
っ
て
い
る
と
、
前
月

の
出
来
事
を
そ
の
翌
月
号
に
掲
載

す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
立

て
続
け
に
取
材
が
あ
っ
た
り
、
掲

載
ま
で
期
間
が
空
い
た
り
す
る

と
、「
今
が
何
月
な
の
か
」
が
た

ま
に
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
月
号
は
、

年
を
ま
た
い
で
バ
タ
バ
タ
し
た
中

で
作
っ
た
の
で
、
な
お
さ
ら
そ
う

感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
秦
）

今  

月 

の  

表  

紙

きでオオツノジカやナウマンゾウなどの大型生物が生息していました。当時の人類はこのような大

型動物を狩りの対象として、食料や毛皮などを手に入れたと考えられています。やがて気候は温暖

化に向かい、日本列島は大陸から切り離され、大型動物もいなくなり、落葉広葉樹林を中心とした

現在に近い環境になって、１万 2000 年前から縄文時代が始まりました。

　なお、山本遺跡からの出土遺物は、現在、東北大学で保管しています。
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